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「機械 による美術工芸」

シカゴ ・デザイ ンの生産 と消費

京都工芸繊維大学

藤 田 治 彦

機 械 の 謎 ・1901年

後期 ヴ ィク トリア朝 の イギ リス で,手 仕 事 を復 活 させ,生 活 にお け る工 芸 の

水 準 を高 め よ う と した運 動 は,そ の社 会 主 義 的理 想 に もか か わ らず,基 本 的 に

は美 術 愛好 家 や富 裕 階級 の一 部 に支持 され る に停 ま り,良 くデザ イ ンされ た製

品 を一 般 大 衆 に大 量 に供 給 す る仕 事 は,「 機 械 」 を積 極 的 に 生 産 に 受 け 入 れ る

人 々 に残 され た 。 こ の よ うな ものが,早 くも20世 紀 初 頭 に は行 き詰 ま りを 見せ,

程 な く,そ の 限 界 に 突 き当 っ た英 国 の 「アー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」運 動 に対

す る一 般 的 な評 価 で あ ろ う。 そ して,「 機 械 」 に積 極 的 な 人 々 とは,ヨ ー ロ ッ

パ 大 陸 の 「モ ダニ ス ト」 で あ り,そ れ以 上 に,ア メ リ カの 「デ ザ イナ ー 」 あ る

い はむ しろ 「エ ンジニ ア」 の よ うな 人 々 で あ った と され る 。

この 今世 紀 初 頭 の 「機 械 」 をめ ぐる ふ たつ の対 照 的 な姿 勢 の交 錯 の一 例 が,

1907年 に は 自分 の 「手 工 作 ギ ル ド(TheGuildofHandicraft)」 と学 校 の 運 営 に

お いて 挫折 を経 験 す る こ とに な る英 国 の 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツ」 運 動 の

中 心 的 な 人 物 で あ る チ ャー ル ズ ・ロ バ ー ト ・ア シ ュ ビー(CharlesRobert

Ashbee,1863-1942)と,後 に,自 分 が 関 与 して い た そ の 運 動 の枠 を超 え て,

特 異 な 存 在 で は あ るが,「 モ ダ ン ・デ ザ イ ン」 を代 表 す る ひ と り とな る米 国 の

フ ラ ン ク ・ロ イ ド ・ラ イ ト(FrankLloydWright,1867-1959)と の 交渉 だ ろ う。
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そ して 両 者 の 関 係 を象 徴 的 に表 わ す の が,ラ イ トに よ る 「機 械 の美 術 と工 芸

(TheArtandCraftoftheMachine)」 と題 され た講 演 だ った 。

我 々 が種 々 の方 法 で 仕 事 をすす め る につ れ て,我 々 の内 部 に 何 か に な ろ

う とす る 何 かが な され るべ きだ と い う,一 種 の理 想 が 形 を現 わ す 。 これ

は多 くの 人 々 に肯 定 さ れ,こ の理 想 性 の感 動 が,我 々が 成 し遂 げ よ う と して

い る もの に お い て高 ま る時 にの み,本 当 に我 々 は生 き始 め るの だ。 自由 に な

らな い 材料 で作 品 を創 り出そ う と試 み て きた年 月 の 間,歪 曲 され 複 雑 化 され

た諸 条 件 が 渦 巻 く中 で,美 へ の感 覚,ひ とつ の 望 み が,年 毎 に経 験 を積 む に

従 って 強 烈 に な り,今 で は,機 械 に美 術 と工 芸 の 唯 一 の 未 来が 私 が 思 う

に,輝 か しい 末 来 が 存 在 す る とい う確 信 が,そ して,機 械 は実 の とこ ろ

古 来 の 美 術 と工 芸 が 変 身 を とげ た もの で あ り,も し芸術 家 が芸 術 は生 き続 け

るべ きだ と考 える な らば,近 代 の ス フ ィ ン クスで あ る機 械 が 問 い掛 け る謎 に

答 え ね ば な らず,現 に我 々 は そ の 機 械 に 直 面 して い るの だ とい う確 信 が,

0
徐 々 に深 まっ た。

この 講 演 は1901年3月6日 に 「シ カ ゴ ・ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ッ協 会(The

ChicagoArtsandCraftsSociety)」 で 行 わ れ,同 協 会 の 本部 が 置 か れ,そ の講

演 会 の 会 場 で もあ っ た施 設 の名 を取 って 厂ハ ル ・ハ ウス(HullHouse)講 演 」

と呼 ば れ て い る。 同 じ主 旨の 講 演が,2週 間 後 の3月20日 に 「西 部技 術 者協 会

(TheWesternSocietyofEngineers)」 で も行 われ,年 内 に第14回 「シカ ゴ建 築

ク ラ ブ(TheChicagoArchitecturalClub)」 年 次 展 の カ タ ロ グ に 印 刷 され た 。

上 記 の 引 用 文 は,そ の 冒頭 の部 分 で あ る(Fig.1)。

ま さ に新 しい 「機 械 」 の世 紀 の 始 ま りを告 げ る,こ の ラ イ トに よる1901年 の

講 演 の 思 想 的 背 景 と して は,文 学 者 で 当 時 シ カ ゴ 大 学 の 教 授 で あ っ た オ ス

カ ー ・ラ ヴ ル ・ト リ ッグ ズ(OscarLovellTriggs,1865-1930)の 「イ ン ダス ト
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Fig.1Catalogueofthe14thAnnualExhibitionoftheChicagoArchitecturalClub,1901

(TextbyFrankLloydWright.DesignbyRobertSpencer).

③

リ ア ル ・ ア ー ト」 思 想 が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し,ト リ ッ グ ズ と ラ イ トの 思 想

的 関 係 は,そ の よ う に 一 方 的 な も の で は な く,少 く と も 相 互 作 用 的 な も の と 解

さ れ ね ば な ら ぬ よ う だ 。 ま た,「 シ カ ゴ ・ ア ー ツ ・ ア ン ド ・ ク ラ フ ツ 協 会 」 の

a)
本 拠 地 で あ る 厂セ ッル メ ン ト」 ハ ル ・ハ ウ ス の 主 ジ ェ ー ン ・ア ダ ム ス(Jane

Addams,1860-1935)の 思 想 お よ び多 方 面 に渡 る活動 との関 係 を も含 め て,「 ハ

ル ・ハ ウ ス講 演 」 の内 容 の 背 景 に 関 して は,解 明 され るべ き こ とが 多 い。

従 っ て本 論 で は,ア ダ ム ズ らに よる 「ソー シ ャル ・セ ツル メ ン ト」 事 業 と,

トリ ッグ ズ らに よ る 「イ ンダ ス トリア ル ・ア ー ト」 振 興 活 動 との双 方 を順 次 検

討 す る こ とに よっ て,シ カ ゴの 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 運 動 とラ イ トの

講 演 「機 械 の美 術 と工 芸 」 の 思 想 的背 景 を,そ れ を取 り巻 く社 会的 状 況 との 関

係 にお い て,可 能 な 限 り明 らか に しよ う と思 う。更 に,ア ダム ズ や トリ ッグ ズ

ほ どに 直接 的 な 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツ」 運 動 やデ ザ イ ンー般 の事 象へ の

関 係 は未 だ指 摘 され て い な いが,当 時 や は りシカ ゴ大 学 で 教 職 に あ っ た 社会 学

一4一



者 で 経 済 学 者 の ソ ー ス タ イ ン ・ヴ ェ ブ レ ン(ThorsteinBundeVeblen,

1857-1929)の ラ イ トへ の思 想 的 影響 の可 能 性 を検 討 す る。

以 上 の 考 察 か ら,「 機 械 の美 術 と工 芸 」 の 内容 と上 記3名 の 思 想 あ る い は活

動 が どの よ うな側 面 で 結 びつ い てい るの か を確 認 す る だ けで はな く,一 見,深

く関連 して いそ う な思 想 や事 象 の奥 に潜 む根 本 的 な相 異 を も探 り出 し,こ の20

世 紀 の工 業 化 社 会 の 祖 型 の ひ とつ と も言 え る シ カ ゴ に お け る 「機 械 」 をめ ぐる

論 争 の基 本 的構 造 を明 らか に したい 。

ジ ェ ー ン ・ア ダ ム ズ と 「ソ ー シ ャ ル ・セ ツ ル メ ン ト」

1884年 に オ ク ス フ ォー ド大 学 関 係 者 に よ っ て,イ ー ス ト ・エ ン ド(East

End)と 呼 ば れ る ロ ン ドンの都 心 部 の東 側 に あ る ス ラ ム地 区 ホ ワ イ トチ ャペ ル

(Whitechapel)に 開 設 され た トイ ンビ ー ・ホ ー ル(ToynbeeHall)か ら始 ま る

「ユ ニ ヴ ァー シ テ ィ ・セ ッ ル メ ン ト
」 の 運 動 は,従 来 の 厂慈 善(charity)」 行

為 の 限 界 を乗 り越 え る た め に,大 学 を 出 た ば か りの 若 者 が,改 良 を望 まれ る地

域 に実 際 に 移 り住 ん で 行 な う,新 しい 形 の 社 会 事 業 で あ っ た。 同時 に,「 ユ ニ

ヴ ァー シテ ィ ・セ ッ ル メ ン ト」 そ して一 般 に 「ソ ー シ ャル ・セ ッ ル メ ン ト」 の

運 動 は,精 神 的影 響 は世 俗 的生 活,殊 に世 俗 的 文 化 を通 じて伝 わ る とい う,い

か に も ヴ ィ ク トリア朝 の イギ リス ら しい 思 想 の 具体 化 で もあ った 。

トイ ン ビー ・ホ ー ルで は,オ クス フ ォー ドの 卒 業生 が 中心 とな って,日 常 的

に ホ ワイ トチ ャペ ル そ して イー ス ト ・エ ン ドの 人 々 に接 し,文 学 や 美術 の作 品

な ど を通 じて,そ の ス ラ ム地 区 の福 祉 と生 活 の 向上 に貢 献 しよ う と して い た。

1888年 に ア シ ュ ビ ーが トイ ン ビ ー ・ホ ー ル に 開 設 した 「手 工 作 の ギ ル ドと学

校 」 も,芸 術 家 と して だ けで は な く,社 会 改 革者 と して の彼 が,そ の理 想 を実

⑤現 しよ う と した も
の で あ る。

産業 そ して社 会 構 造 の 急 激 な変 化 の 中 で,年 毎 に高 ま る社 会事 業へ の 関心 を

反 映 して,ロ ン ドンの トイ ン ビー ・ホ ー ル を見学 に来 た ア メ リカ 人 は多 い。 開
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設 さ れ て2年 目 の1886年 に は,ア ム ハ ー ス ト ・カ レ ッ ジ の 卒 業 生 が 訪 れ,帰 国

後,ニ ュ ー ヨ ー ク に 「近 隣 ギ ル ド(TheNeighborhoodGuild)」 を 設 立 し た 。

ま た,数 名 の ス ミ ス ・カ レ ッジ の 卒 業 生 た ち も や は り トイ ン ビ ー ・ホ ー ル で の

活 動 に 影 響 を 受 け,1887年 に 「カ レ ッ ジ ・セ ッ ル メ ン ト組 合(TheCollege

SettlementAssociation)」 を 設 立 し,,そ の2年 後 に は,同 じ ニ ュ ー ヨ ー ク に 別

⑥

の 「セ ツ ル メ ン ト」 を 開 設 し て い る 。

ジ ェ ー ン ・ア ダ ム ズ が 友 人 の エ レ ン ・ゲ イ ツ ・ス タ ー(EllenGatesStarr)

と 共 に トイ ン ビ ー ・ホ ー ル を 訪 れ た の は1888年 の こ と で あ っ た 。 そ の ロ ン ド ン

で の 体 験 か ら,シ カ ゴ の 貧 民 地 区 ニ ア ・ウ エ ス ト ・サ イ ド(NearWestSide)

に 初 の 「セ ツ ル メ ン ト」 ハ ル ・ハ ウ ス を 開 くの は 帰 国 後 の1889年 で,ス ミ ス ・

カ レ ッ ジ 卒 業 生 に よ る ニ ュ ー ヨ ー ク の 「セ ツ ル メ ン ト」 開 設 の 丁 度1週 問 後 の

こ と だ っ た 。 従 っ て ア ダ 云 ズ ら に よ る シ カ ゴ の ハ ル ・ハ ウ ス は,米 国 で 最 初 の

「セ ツ ル メ ン ト」 で は な い が,そ の 居 住 者 た ち は ニ ア ・ウ エ ス ト ・サ イ ド地 域

の 住 民 へ の 奉 仕 活 動 や,地 域 代 表 と し て の 政 治 活 動 を 行 な い,各 種 教 室 を ハ

ル ・ハ ウ ス に 開 く な ど して,全 米 を通 じ て も っ と も 影 響 力 の 大 き な 「セ ツ ル メ

ン ト」 の ひ とつ と な っ た(Fig.2)。

ラ イ ト と 同 年 輩 の 建 築 家 ド ゥ ワ イ ト ・パ ー キ ン ズ(DwightH.Perkins,

1867-1941)夫 妻 は,ハ ル ・ハ ウ ス で の 活 動 の 後,1899年 に 「シ カ ゴ 大 学 セ ツ

ル メ ン ト(TheUniversityofChicagoSettlement)」 の 設 立 に 参 加 す る。 哲 学 者

ジ ョ ン ・デ ュ ー イ(JohnDewey,1859-1952)他 数 名 の シ カ ゴ 大 学 教 授 も ハ

ル ・ハ ウ ス で 盛 ん に 活 動 し,ア ダ ム ズ 自 身 は,1911年 まで に400以 上 に も増 加

した 全 米 の 「セ ツ ル メ ン ト ・ハ ウ ス 」 の 連 合 会 会 長 を務 め る こ と に な る 。 ま た,

ア ダ ム ズ ら シ カ ゴ の 社 会 改 良 家 た ち が1895年 か ら1917年 ま で の 間 に 開 設 した

・セ ツ ル メ ン ト、 は68。 所 を 数 え 曾 ア メ1丿 力 の ・ソ ー シ ・ ル ・セ ・ ル メ ン ト・

運 動 にお ける シ カ ゴで の 活動 の重 要 性 を物 語 る 。

パ ー キ ンズ 夫 妻 の 活 動 に も表 わ れ て い る よ う に,ハ ル ・ハ ウ ス 自体 は,そ こ
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Fig.2HullHouse,Chicago,c1892(from

.alienF.Danis,:lrneriran/leroirre ,The

Lifeunc'五 ぐπρ」Z`fq1'ノωτ(7.lcl`laves .1973}.

にお け る各 種 芸術 家 た ち の仕 事 とい

う点 で も注 目 に値 す る。 ア シ ュ ビー

が 「手工 作 ギ ル ド」 を置 い た ロ ン ド

ンの トイ ン ビー ・ホ ー ル に習 った シ

カ ゴのハ ル ・ハ ウ スで は,美 術 や工

芸 の作 品展 が 開催 され,読 書 会 に加

えて 美術 教 室 な ど も開 か れ た。1890

年 代 の 中 頃 に はハ ル ・ハ ウス の ふ た

りの住 人 に よ って,木 工 と金工 の教

室が で き,そ れ ら は1902年 まで に,

家具,金 工 お よび テ キ ス タイ ル製 品

を 製 造 し販 売 す る,「 ハ ル ・ハ ウ

ス ・シ ョ ップ 」 に 成 長 す る 。

ア ダ ム ズ ら が ハ ル ・ハ ウ ス で シ カ ゴ に お け る 「ソ ー シ ャ ル ・セ ッ ル メ ン ト」

活 動 を 展 開 し始 め た 頃,米 国 で の 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ ク ラ フ ツ 」 運 動 も,東 部

か ら 中 西 部 へ と拡 大 しつ つ あ っ た 。 実 際 に 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ 」 と い

う 言 葉 が 使 用 さ れ 始 め る の は,英 国 で さ え も ア ダ ム ズ の ロ ン ドン 訪 問 の1888年

の こ と だ と さ れ る が,そ れ 以 前 か ら ウ ィ リ ア ム ・モ リ ス(WilliamMorris .

1834-1896)と 彼 の 周 辺 の 人 々 の 活 動 は ア メ リ カ で も 注 目 さ れ て お り,1882年

に は 巨 匠 ヘ ン リ ー ・ホ ブ ソ ン ・ リ チ ャー ド ソ ン(HenryHobsonRichardson ,

1838-1886)が マ ー ト ン ・ア ビ ィ に モ リ ス を訪 ね て い る 。 そ の 後 の 訪 問 者 の 中

で 重 要 な の は,ニ ュ ー ヨ ー ク 州 バ ッ フ ァ ロ ー 近 郊 の イ ー ス ト ・オ ー ロ ラ(East

Aurora)で 「ロ イ ク ロ フ ト(Roycroft)」 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を形 成 し た エ ル バ ー

ト ・フ バ ル ド(ElbertHubbard,1856-1915)で,彼 は1894年 に モ リ ス を ハ マ ス

ミス に 訪 ね,ケ ル ム ス コ ッ ト ・プ レ ス を 見 学 し て い る 。

ア メ リ カ に お け る 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ッ 」 運 動 が 組 織 的 な もの と な り,
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更 に充 実 す る時 期 は 「ソー シ ャル ・セ ッル メ ン ト」 活 動 の 発展 期 に概 ね 一 致 し,

1897年 に は ボス トンで そ れ まで に無 い規模 の 美術 工 芸 展 が 開 か れ,6月28日 に

「ボ ス トン ・ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ協 会 」 が,同 年10月22日 に は 「シ カ

ゴ ・ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ ラ ツ協 会」 が 設 立 され る。 この シ カ ゴの協 会 の 本拠

地 が ア ダム ズ のハ ル ・ハ ウス で あ り,こ の 「セ ツル メ ン ト ・ハ ウス 」 は,そ の

他 に も幾 つ か の美 術 工 芸 関係 団体 の活 動 の拠 点 と な り,19世 紀 末 か ら20世 紀 初

頭 にか け て の シ カ ゴ を代 表 す る文 化芸 術 セ ンタ ー と もな った。

O.Lト リ ッ グ ズ と 「イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ア ー ト」

急 成 長 を続 け る 中西 部,そ して 殊 に シカ ゴは,19世 紀 末 に は ア メ リカ に お け

る 「ア ー ツ ・ア ン ド ・クラ フ ツ」 運 動 の 一 大 中心 地 とな るが,そ こに は 「シ カ

ゴ ・ア ー ツ ・ア ン ド ・クラ フ ツ協 会 」 と並 ん で,幾 つ か の類 似組 織 や 関係 団体

が存 在 した。 そ の ひ とつ が英 文 学 者 オ ス カ ー ・ラ ヴル ・トリ ッグズ らに よ って

1899年 に結 成 さ れ た 「イ ン ダ ス トリ ア ル ・ア ー ト連 盟(TheIndustrialArt

League)」 で あ る 。

1896年 の 創 刊 以 来,「 アー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 思 想 の 普 犀 に も大 きな役

割 を果 して き た シ カ ゴ の 雑 誌 「ハ ウ ス ・ビ1テ ィ フ ル(TheHouseBeauti-

ful)』 の1902年2月 号 に,ト リ ッグ ズ は 「イ ン ダス トリア ル ・ア ー ト連 盟 」 と

題 して,「 イ ン ダ ス トリ アル ・ア ー ト」 の概 念 と,.当 時400名 以上 の会 員 を擁 す

る全 国 的 な組 織 に 成長 して い た連 盟 自体 に つ い て次 の よ うに 述べ て い る。

イ ン ダス トリ アル ・ア ー トは生 活 と産 業 に 基づ い た ア ー トの 一形 態 で あ り,

従 って,有 閑 階 級 の 興 味 をひ き,特 別 な 地位 を表 わ し,そ の 発 展 の た め に 天

購 の才 を要 す る 「フ ァイ ン」 ア ー ツ と区 別 され る。 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ

フ ツ」 とい う言 葉 も,芸 術 と労 働 との 同 様 な結 合 を示 し,一 般 的 に用 い られ

る よ うに な って きた。 これ らふ たつ の要 素一 芸 術 と労働 が 結 び付 け ら
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れ る時,各 々が何 らか の特 性 を失 うが,芸 術 は用 に よ って生 気 を与 え られ る ・

限 りで は利益 を得,労 働 も美 に よ って洗 練 され,喜 びに よっ て活 力 を与 え ら

れ る な ら ば,向 上 す る ので あ る。

イ ン ダ ス トリア ル ・ア ー ト連 盟 は,シ カ ゴで1899年 に 設立 され,続 い て イ

ンダ ス トリア ル ・ア ー ト振 興 を 目的 とす る団 体 と して法 人組 織 化 され た。 そ

の 編 成 を促 進 した信 念 は,民 主 的社 会 にお け る芸術 は本 来 イ ンダス トリア ル

な もの で あ り,芸 術 の民 主 化 とは芸 術 の民 衆 へ の復 帰 と芸術 的 基 盤上 で の 生

活 の確 立 を意 味 す る,と い う もので あ っ た。 そ の よ うな芸術 の 究 極 の立 場 は,

喜 び 自由 で功 み な仕 事 か ら生 ず る喜 びで あ るD

この よ うに,ト リ ッグズ は労働 が喜 び に溢 れ る仕 事 と な るべ きで あ る とい う思

想 を継 承 して い るが,モ リス 的 な 「中世 」 を理 想 とす る傾 向 は 目立 た な い。 続

.い て トリ ッグ ズ は,「 イ ン ダス トリ アル ・ア ー ト連 盟」 の 法 人 規約 に定 め ら れ

た,連 盟 の3つ の 目的 を列挙 す る。

1:.ア ー テ ィス トや ク ラフ ツマ ンの ギ ル ドの ため に工 房 と道 具 を,そ して,

彼 らの 制作 品 の 展示 と販 売 の 手段 を用 意 す る。

2.各 種 イ ン ダス トリア ル ・アー ツ に 関す る教 育 を行 な う。

3.イ ン ダス トリア ル ・ア ー ツの 図書 館 と美 術 館 を開設 す る。

4.出 版 そ の他 の適 切 な方 法 に よっ て,ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ッ を振 興 す

⑭
る。

以 上 の よ うに,「 イ ン ダ ス ト リア ル ・ア ー ト連 盟 」 は,約10年 前 に設 立 さ れ

た イギ リス の 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ッ展 示 協 会(TheArtsandCraftsEx-

hibitionSociety)」 な ど の 活動 を参 考 に,よ り広 範 囲 に渡 る事 業 を遂行 す る こ

と を 目的 と して い た。
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Fig.3TO-_LIORROtt'.11arch1905issue

(editedbyOscarLovellTriggs).

一 方 ,ラ イ トに よ る1901年3月 の講

演 「機 械 の美 術 と工 芸 」 は,芸 術 的 な

機 械 生 産 品 を通 じて の,よ り民 主 的 な

社 会 の 実現 とい う,ト リ ッグズ の思 想

の 再 表 明 だ と指 摘 され もす るが,上 記

の 引 用 文 中 に もあ る通 り,「 イ ン ダス

トリア ル ・ア ー ッ」 は 「ア ー ツ ・ア ン

ド ・ク ラ フ ツ」 と言 い 換 え られ る こ と

もあ り,ト リ ッ グズの 「イ ン ダ ス トリ

ア ル」 な もの の重 視 を 「機 械 生 産 」 の

評 価 と解 釈 す るの は行 き過 ぎだ と言 わ

ざ る を得 ない 。 同 じ1901年 の11月23日

に シ カ ゴの オー デ ィ トリア ム ・ホ テ ル

で 開 催 され た 「イ ン ダ ス トリ ア ル ・

ア ー ト連 盟」 の 年次 総 会で トリ ッグ ズ

が 行 な っ た手 二「二作 の ギ ル ドと学 校 の 設

立 を提 案 す る 演 説 の 内容 か ら も,厂 イ

ン ダ ス ト リ ア ル ・アー ッ」 は 概 ね

「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 と同 じ意 味 で 使 わ れ て い る こ とが 窺 わ れ る 。

そ の(ギ ル ドと学 校 が扱 う)分 野 は,イ ン ダ ス トリア ル ・ア ー ッ,あ る い は

更 に 人気 の あ る用 語 で は,ア ー ツ ・ア ン ド ・クラ フ ツ,と 言 わ れ る もの であ

ろ う。 機 械 の はた ら きは,明 らか に,こ の 枇 の機 械 的 な 仕事 の ほ とん ど と,

す べ て の 単調 な骨 折 り仕 事 をす る こ とで あ る 。理 想 的 な機 械 は 自動 機 械 で,

そ れ が優 秀 で 完 全 で あ る ほ ど,操 作 に要 す る 人手 を省 くこ とが で きる。 現 在

の と ころ,少 くと も,機 械 は低 級 な 仕事 を し,熟 練 度 も知 的 程度 も低 い労 働
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者 の 範 囲 で 役立 つ よ うに考 え られ て い る。 仕 事 の 程 度 が高 けれ ば高 い ほ ど,

ひ とつ の 製 品 の た め に よ り知 的 な デザ イ ンが 必 要 で あ り,与 え られ た デ ザ イ

ンで 仕 事 に着手 し仕 上 げ る,熟 練 した ク ラ フ ツマ ンへ の要 望 は大 きい 。

こ の手 工 作 の ギ ル ドと学校 を開設 す る提 案 の 基 礎 にな った と思 われ る,イ ギ リ

ス に お け る ア シ ュ ビー の 活 動 に つ い て,ト リ ッグ ズ は 翌1902年 に 出 版 した

『ア ー ッ ・ア ン ド ・ク ラ フ ッ運 動 の 歴 史(ChaptersintheHistoryofArtsand

CraftsMovement)』 の 第4章 で 詳 細 に論 じて い る 。 こ の よ うに,「 機 械 」 の 限

定 的 な役 割 にの み 期 待 す る トリ ッグ ズ と,「 機 械 に 美術 工 芸 の 唯一 の 未 来 が あ

る 」 と主 張す る ラ イ トとの 思想 上 の 隔 た りは 大 きい。

一 時 は 隆盛 を極 め た 「イ ン ダス トリア ル ・ア ー ツ連 盟 」 も1904年 に は早 くも

解 散 され,同 年,ト リ ッグ ズは政 治 と学 問 の 自由 をめ ぐる論 争 の 中で シ カ ゴ大

学 を去 る こ とに な る。 既 に1903年 に ハ イ ド ・パ ー クに住 むふ た りの友 人 と共 に,

Fig.f"BothArtisticandUseful"Yurni[ure.

advertisement.ThePeople'sIndustrial

College(fromTO-./fORROII'.¥larch

1900.

シ カ ゴ の 「ウ ィ リ ア ム ・モ リ ス 協

会 」 を 創 設 して い た ト リ ッ グ ズ の シ

カ ゴ 大 学 離 任 後 の 仕 事 の ひ とつ は,

モ リ ス ら の 思 想 に 導 か れ た 社 会 主 義

rl勺雑 誌 「明 日(To-MQrrow)』 の 編

集 で あp(Fig.3),も う ひ と つ は,

や は りモ リ ス 的 な 社 会 主 義 の 理 想 を

掲 げ た 教 育 機 関 「人 民 産 業 大 学

(ThePeople'sIndustrialCollege)」

の 創 設 で あ っ た 。 こ の 教 育 機 関 は

1905年 に は 何 ら か の 形 で 運 営 さ れ て

い た こ と が 『明 日(To-Morrow)』 誌

に 掲 載 さ れ た 広 告 か ら 推 定 で き る
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(Fig.4)。 しか し,そ の た め に 新 しい校 舎 が 作 られ た 記 録 は見 当 らず,ト リ ッ

⑱
グズ は1907年 に カ リフ ォルニ アへ 去 る。

T.B.ヴ ェ ブ レ ン 「有 閑 階 級 の 理 論 」

厂機 械」 の存 在価 値 を一 応 は認 め な が ら も 「機 械 」 は単調 で 程 度 の低 い 仕 事

に のみ 使 用 され る もの で,程 度 の 高 い仕 事 をす る ため に熟練 した ク ラ フ ッマ ン

とそ の適 切 な教 育 が 必要 で あ る とい うの が トリ ッグ ズの 基 本 的 な主 張 で あ っ た。

そ して,そ の ク ラ フ ッマ ン と民 主 的社 会 の ア ー テ ィス トの 仕事 は,ト リ ッグ ズ

に よれ ば,「 有 閑 階級 の興 味 を ひ き,特 別 な地 位 を表 わす フ ァ イ ン ・ア ー ッ」

で は な く,「 イ ン ダス トリアル ・ア ー ツ」 なの で あ る。

当時 の シ カ ゴ大 学 の 同僚 の 中で,ト リ ッグズ以 上 に厳 しい 眼 で 「有 閑 階級 」

を見 て い たの が ソ ー ス タ イ ン ・ヴ ェ ブ レンで あ った。 ヴ ェ ブ レ ンは,ト リ ッグ

ズ が 「フ ァイ ン ・ア ー ツ」 に対 す る 「イ ン ダス トリア ル ・アー ツ」振 興 の た め

の 連 盟 の 旗 揚 げ に成 功 した1899年 に,処 女 作 『有 閑 階 級 の 理 論(TheTheory

oftheLeisureClass)』 を世 に 送 り出 して い る。 冷 厳 な ほ ど に合 理 的 な 思 想 の

持 主 で あ り,「 機 械 」 の 存 在 はお ろか,そ の 能 力 まで も充 分 に認 め て い た ヴェ

ブ レ ンの 『有 閑階 級 の 理 論』 は,「 機 械 」 の 時 代 にお け る 「有 閑階 級 」 に よる

「誇 示 的 消 費(conspicuousconsumption)」 な ど を精 査 し,痛 烈 な批 判 を辛辣 な

皮 肉 を基 調 に展 開 した もの で あ る。 従 っ て,同 じ シ カ ゴ大 学 の 教 師 で あ る ト

リ ッグ ズが,「 有 閑 階級 」 を 「フ ァイ ン ・ア ー ツJに 結 び付 け た こ とは と もか

くも,そ の批 判 か ら 「機 械 」 の能 力 の 限定 と 「手 仕 事 」 の確 保 の 主 張 に至 った

の は,共 に反資 本 主義 的 な歩 み を示 して い た だ け に,意 外 な乖 離 で あ った 。

トリ ッグズ の 主 張 とは異 な り,ヴ ェブ レ ンに とって 厂機械 」 に よ る製 品 は,

よ り完 全 な もの で あ り,厂 手 工 作 」 に よ る製 品 よ り も 目的 に適 応 す る もの で あ

19

る。 但 し,そ の 事 実 が 「機 械 」 製 品 を侮 蔑 や軽 視 か ら救 済 す る もので は ない こ

と も,ヴ ェブ レ ンは 承 知 して い る。何 故 な らば,近 代 文 明社 会 の消 費 者 の 賞 賛
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を得 る ため に は,ヴ ェブ レ ンに よれ ば,「 誇示 的 浪 費(conspicuouswaste)」 の

⑳基 準 を満足 し
て い な け れ ば な らな い か らで あ る。 ヴェ ブ レ ンは以 下 の よ うに続

け る。

手 に よる労 働 は,よ り浪 費 的 な生 産方 法 で あ り,こ の 方法 で作 り出 され る物

品 は よ り金 銭 的名 声(pecuniaryreputability)と い う 目的 の た め に役 立つ 。

従 って,手 に よる 労働 の跡 は名 誉 あ る もの とな り,そ の よ うな証 拠 を示 す 物

⑳品 は
,そ れ ら に相 当 す る機 械 製 品 よ りも高 級 な位 置 につ くこ とに な る。

「機 械 の 時 代 」20世 紀 に お け る 「手 仕 事 」 の 意 味 は
,こ の よ うに,19世 紀 の 最

後 の 年 に,ヴ ェ ブ レ ンの冷 徹 な眼 で 分析 され て い る。 ヴ ェブ レ ンは トリ ッグズ

の よ うに 「手 仕 事 」 を理 想 化 しな い 。手 に よる 労働 の 名 誉 あ る刻 印 は,「 多 少

の 例 外 もあ ろ うが,手 工 作 品 の 輪 郭 の或 る種 の 不 完全 性 や 不規 則 性 で あ り,そ

れ らは何 処 で職 工 が デザ イ ンを完全 に実 施 しなか った か を示す もの だ 」 と ヴ ェ

⑳
ブ レンは述 べ る。

ヴ ェ ブ レ ンは,従 って,「 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 運 動 につ い て も,極

め て 否 定 的 な,あ る い は辛 辣 な見方 を してい た 。

… …現 代 の産 業 社 会 で 日常 消 費 され る安 価 で
,従 って 無作 法 な物 品 は,一 般

的 に機 械 製 品 で あ る。 そ して,手 工 作 に よ る もの と比 較 した場 合 の 機 械 製 品

の 様 相 の 一般 的特 徴 は,製 造 の完 璧 さと,よ り正確 で 詳細 に まで 及 ぶ デ ザ イ

ンの 実施 で あ る。 従 っ て,手 工作 に よ る製 品 の 誰 の 目 に も明 らか な 不 完全 性

は,名 誉 あ る もの な の で,そ れ らは美 あ るい は実 用,も くは その 両 方 の 点 で

卓 越 して い る こ との 証 拠 とみ な さ れ る よ う に な る。 この よ うに して,ジ ョ

ン ・ラス キ ンや ウ ィ リア ム ・モ リス が 当時 の 熱 心 な代 弁 者 で あ った,欠 点 の

称 揚 な る もの が お こ り,そ れ以 後,ぞ ん ざ い な もの や 無 駄 な.努力 につ い て の
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彼 ら の 宣 伝 が 取 り上 げ ら れ,推 進 さ れ て き た 。 そ して,こ こ か ら 手 工 作 や 家

内 工 業 へ の 復 帰 と い う 宣 伝 も な さ れ た の で あ る 。

「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ 協 会 」 の 「手 工 作 」 を 絶 対 的 な 理 想 と す る 人 々

に と っ て は 極 め て 挑 戦 的 に 響 い た で あ ろ う,1901年 の ラ イ トに よ る 講 演 の 内 容

は.ヴ ェ ブ レ ン の 『有 閑 階 級 の 理 論 』 が 出 版 さ れ る1899年 以 前 の も の か ら 想 像

す る の は か な り困 難 で あ る 。 ラ イ ト は1894年 に シ カ ゴ の 北,エ ヴ ァ ン ス トン の

「ユ ニ ヴ ァ ー シ テ ィ ・ギ ル ド」 で 講 演 を 行 な い ,そ の 題 名 は 「建 築 と 機 械

(ArchitectureandtheMachine)」 で あ っ た と さ れ る が,特 に 注 目 に 値 す る 「機

械 」 に つ い て の コ メ ン トは 記 録 さ れ て い な い 。1896年 に 再 び 同 じ 「ユ ニ バ ー シ

テ ィ ・ギ ル ド」 で 「建 築 ・建 築 家 ・ク ラ イ ア ン ト(Architecture,Architectand

Client)」 と 題 し て 講 演 して い る が,そ こ で 「機 械 」 は 「適 切 に 使 わ れ て い な

い もの 」 あ る い は 「美 し い と は 言 え ぬ も の 」 と して,む し ろ 否 定 的 に扱 わ れ て

⑳
い る 。

1900年 に な っ て か ら の 講 演 の 記 録 に は 内 容 の 変 化 が 認 め ら れ る 。 「建 築 連 盟

(TheArchitecturalLeague)」 の た め に シ カ ゴ 美 術 館(TheArtInstituteof

Chicago)で 語 っ た 「フ ァ イ ン ・ア ー トの 哲 学(APhilosophyofFineArt)」 で

は,「 機 械 」 に つ い て の 発 言 は 確 定 的 な 解 釈 を 許 す 種 類 の も の で は な い が,

ニ ュ ー ヨ ー ク や シ カ ゴ の 富 裕 階 級 の 住 宅 の 「誇 示 的(conspicuous)」 な 性 格 に

対 す る痛 烈 な批 判 が繰 り広 げ られ 譜 そ して,・9・ ・年 の 画期 的 なu(寅 ・機 械 の

美 術 と工 芸 」 が 生 まれ る わ け だが,そ の 内容 は既 に検 討 した。

しか しなが ら,こ の よ うな経 緯 にお い て も,ラ イ トの 「ハ ル ・ハ ウ ス講 演 」

が ヴ ェ ブ レンの 『有 閑 階 級 の理 論 』 の 影響 を受 け て構 想 され た こ とを完 全 に証

明 す る こ とはで き な い。 ラ イ トは ヴ ェ ブ レ ンに 関 す る記 述 をほ とん ど残 して お

らず,『 自叙 伝(AnAutobi。graphy)』 の 最 後 の ペ ー ジ に,執 筆 に際 し,か つ

て そ の 思 想 を 参 考 に した,サ リ ヴ ァ ン(L。uisHenrySullivan,1856-1924)を
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除 く,32名 の 思 想 家 の ひ と り と して 名 前 を 挙 げ ら れ て い る 程 度 で あ る 。 ピ タ ゴ

ラ ス(Pythagoras)か ら始 ま る そ の リ ス トの30番 目 に,ミ ル ト ン(Milton)と

ネ ー ル(Nehru)と に 挟 ま れ て,ソ ー ス タ イ ン ・ ヴ ェ ブ レ ン の 名 が 記 さ れ て い

⑰
る 。'

機 械 の 行 方

前 章 の 目的 は,ヴ ェ ブ レンの ライ トへ の 影 響 を証 明 す る こ とで は な く,そ れ

層に 先 行 す る3
つ の章 で確 認 され た 「アー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 運 動 ,「 ソ ー

シ ャル ・セ ツ ル メ ン ト」 事 業,そ して 「イ ン ダス トリア ル ・ア ー ト」振 興 活 動

の 有機 的 な連 繋 の 下 に潜在 す る思 想 的 な亀裂 を,ヴ ェ ブ レンの 理 論 を道 具 に,

探 る こ とで あ った 。 この 最 終 章 で は,20世 紀 初頭 に早 く も顕 在 化 しつつ あ っ た

シ カ ゴ ・デザ イ ン界 の組 織 上 の分 裂 か ら考察 を進 め,「 機械 生 産 」 の 問 題 か ら,

「物 の イ メー ジ」 とい うデザ イ ン固 有 の領 域 へ 回帰 して 論 を結 ぶ
。

ラ イ トは 「シ カ ゴ ・ア ー ッ ・ア ン ド ・クラ フ ツ協 会 」 創 設 時 か らの会 員 で あ

り,既 に 述 べ た パ ー キ ン ズ や 後 に 「プ レー リー ・ス ク ー ル(ThePrairie

School)」 と呼 ばれ る よ う に な る革 新 的 な建 築 家 の 何 人 か も協 会 に 名 を連 ね て

⑱
い た が,彼 ら とハ ル ・ハ ウ ス を拠 点 に 活 動 して い た 人 々 と の 間 に,共 通 の

「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ」 の理 念 が 形 成 され て い た と は思 えな い
。 表 面 上

は統 一 的 理 想 の 実現 へ 向 け て邁 進 して い る か の よ う に見 え る シ カゴ の工 芸 とデ

ザ イ ンの 世 界 に も実 質 的 な理 念 上 の 分裂 が あ り,そ の 背 景 には,家 具 な どの 物

品 を主 体 的 な工 芸 品 と見 る か,あ るい は建 築 空 間 の 一 部 また は 装飾 と考 え るか

とい う見 解 の相 違 が あ っ た。 よ り正 確 に は,見 解 の 相 異 で あ る と同時 に立場 の

相 異 で もあ り,工 芸 作 家 は前 者 の 立 場 を,そ して 建 築 家 は 後者 の立 場 を取 る よ

うに な る。

「シ カ ゴ ・ア ー ッ ・ア ン ド ・ク ラ フッ協 会 」 は1898年 か ら展 覧会 を開 催 す る

よ うに な るが,そ の 出 品作 の 中心 は,や は り工 芸 作 家 に よ る家 具か,建 築 家 で
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Fig.5The2ndExhibitionoftheChicago

ArtsandCraftsSociety.1899(from

∬lm`SEB6α 匹d加`'.June1899).

Fig.6FrankLloydWright.Exhib比ionof

DrawingsandModels,ArtInstitute,

Chicago,1907(fromFrankUovd

Wright.TheEarlyYVork.1968).

は あ っ て も,ジ ョ ー ジ ・ ト ゥ ー ズ(GeorgeTwose)や オ ー ガ ス タ ス ・ヒ ギ ン

ス ン(AugustusHigginson)の よ う に ハ ル ・ハ ウ ス で 活 動 し,自 分 で 工 作 を す

39'

る人 々の手 に よる 家具 調 度 品で あ った 。 そ して,そ れ らの作 品 は過 度 に装 飾 的

で は な くと も,ク ラフ トマ ンシ ップあ る い は 「技 巧 」 を示 す もの に な るの は 自

然 の 成 り行 きで あ っ た。 『ハ ウ ス ・ビ ュー テ ィ フル』 の1899年6月 号 に は 「シ

カ ゴ ・アー ッ ・ア ン ド ・クラ フ ツ協 会」 の 第2回 展 が 紹 介 され,1枚 の写 真 に

は トゥー ズ に よ る素 朴 な デザ イ ンの椅 子 や,厂 ハ ル ・ハ ウ ス ・シ ョ ップ」 で 作

られ たベ ンチ な どが 見 られ る。 そ して 展 示 品 の幾 つ か は,同 年 に ヴ ェ ブ レ ンが

出版 した 『有 閑 階 級 の 理 論』 の 中で 「手 によ る労 働 の 名誉 あ る刻 印」 と呼 ん だ

「不 規 則」 で 「不 完 全 」 な装 飾 を施 した もの で あ る(Fig .5)。

そ れ に 対 し て,ラ イ トの よ う に 「設 計 」 を仕 事 とす る 建 築 家 の 多 く は,

「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ協 会」 の 会 員 で ,家 具 な どの デ ザ イ ンに 精 力 を傾
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Fig.iFrankLloydWright,CubeChair,c.

1898(fromFrankLloydWright,The

EarlyWork,1968).

Fig.8Froebe]Gifts(fromM.Kraus-Boelte ,
TkeKindergartenGuide .1881).

注 して い て も,そ の 厂協 会 」 展 で は

な く,基 本 的 に,「 シ カ ゴ建 築 ク ラ

ブ」 後 援 の 展 示 会 に 出品 す る こ と に

な る。 但 し,会 場 は共 に シ カ ゴ美術

館 で,中 で もラ イ トは数 年 の の ち に

個 人 で 作 品 展 を 開 く ま で に な る

(Fig.6)o

「機 械 の 美術 と工 芸
」 の 中で 述 べ

て い る よ う に,そ の1901年 の 演 説 に

至 る まで に,ラ イ トは 「機 械 」 に よ

る 工 芸 の 試 行 を重 ね て き た。 オ ー
.

ク ・パ ー ク(OakPark)に 建 て た

自邸 の 食堂 を改 築 した1895年 前 後 に

作 られ た と推 定 され る,垂 直 性 の強

調 され た背 の 高 い 椅子 は そ の早 い一

例 で あ る。 よ り 「機械 」 に よ る工 作

とい う理 念 が 形 態 的 に徹 底 され て い

る の は,1898年 頃 に作 られ た と推 定

さ れ る 「キ ュー ブ ・チ ェ ア(cube

chair)」 と呼 ば れ て い る もので あ ろ

う(Fig.7)。

これ らの椅 子 に代 表 され る ラ イ ト

に よる 家 具 が,そ れ ら を容 れ る 建物

と同 時 に デザ イ ンされ,多 くの場 合,

各 種 建 具 な どの イ ンテ リア の木 部 に

使 用 され た の と 同一 の 材料 で 作 られ
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Fig.9FrankLloydWright,DarwinMartin

House.Buffalo.190-1.Interior.(State

IlniversityofNewPork.

て い る とい う事 実 は注 目 に値 す る。

ラ イ トは,モ リス が 「赤 い 家(Red

House)」 で 使 う 家 具 を 選 ぶ 際 に,

市 場 に あ る物 で は満 足せ ず 自分 た ち

で 作 ろ う と した よ う に,自 分が 設 計

す る建 物 の 家具 は 自分 で 作 ろ う と し

た。 但 し,ラ イ トに と って 「作 る」

とい うこ とは 「設 計 す る」 こ とで あ

り,「 手 工作 」 に は拘 泥 しなか った 。

この 時期 の ラ イ トは,シ カ ゴ の ジ ョ

ン'エ ア ズ(JohnW,Ayers)と い

う小 さな 家具 製 造 業 者 に,自 分 が デ

ザ イ ン した 家具 の製 作 を担 当 させ て

い る。

1900年 頃 の ア メ リカ 中西 部 の 家 具

業 界 は,機 械 化 が担 当進 んで お り,か な り複 雑 な形 態 を作 る こ と も不 可 能 で は

なか った 。 ラ イ トの 「機 械 」 製 家 具 が,そ れ で もな お極 め て 単純 な形 態 を して

い る こ と と,製 作 担 当 の エ ア ズが 小 規 模 な 家 具 業者 で あ っ た とい う事 実 との 間

に直 接 的 な関 係 が 存 在 した か 否 か は不 明 で あ る。 一 方,ラ イ トの 家 具 の 「直線

的」 また は 「キ ュ ー ビ ッ ク」 な,あ る い は 「単 純 」 な形 態 が,厂 機 械 生 産 」 以

外 の 理 山 に もよ る こ とは確 か で あ ろ う。 ラ イ トの建 築 を形成 した源 泉 の ひ とつ

と して指 摘 さ れ る 「フ レー ベ ル の恩 物(FroebelianGifts)」(Fig.8)は,同 時

に,ラ イ トの 家 具 デ ザ イ ンの源 と して も指 摘 され得 る だ ろ う し,同 様 の理 由で,

建 築 に限 らず,日 本 美 術 一般 の影 響 も見 逃 す こ とは で きない 。

ラ イ トは1904年 に 厂機 械 の 美 術 と 工 芸 」 を 再 度 「ア メ リ カ 愛 国 婦 人 会

(DaughtersoftheAmericanRevolution)」 シ カ ゴ 支 部 の ため に講 演 す る こ と に
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Fig.10FrankLloydWright.FrederickRobieHouse .Chicago.1909(photo,x,Fujita).

な る 。 こ の 年 に 建 て られ た く マ ー チ ン 邸(DarwinD.MartinHouse)〉 を現 在

所 右 す る ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 大 学 バ ッ フ ァ ロ ー 校 に は,マ ー チ ンー 家 お よ び ラ イ

トに 関 す る 史 料 が 保 存 さ れ て い る が,そ こ に は,<マ ー チ ン邸 》 内 部 の 興 味 深

い 写 真 が 含 ま れ て い る 。 そ の 直 線 を 基 調 と し た 室 内 に は ,ラ イ ト特 有 の フ レ ー

ベ ル の 「恩 物 」 を 組 み 合 わ せ た よ う な 家 具 や 建 具 そ し て 照 明 器 具 が 見 ら れ ,柱

に は 日 本 の 「浮 世 絵 」 版 画 が 掛 け ら れ,そ れ は 反 対 側 に 置 か れ た 非 西 洋 的 あ る

い は 「ノkけ 花 」 的 な 植 物 の 姿 と 相 俟 っ て ,一 種 独 特 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 し て い る 。

そ れ ら は す べ て ラ イ トに よ っ て 構 成 さ れ,デ イ ヴ ィ ッ ド ・ハ ン ク ス(DavidA.

Hanks)に よ れ ば,そ の 写 真.の 中 央 に 背 を 向 け て 立 つ マ ー チ ン夫 人 の ド レ ス も

恐 ら く は ラ イ トに よ っ て デ ザ イ ン さ れ た と 言 わ れ る 。

こ こ に は ヴ ィ ク ト リ ア 時 代 の 大 富 豪 の 邸 宅 に 見 ら れ る よ う な 「野 蛮 さ」 は 無

い.J,1;本 的 な デ ザ イ ン は 通 常 の 歴 史 的 連 想 か ら 離 れ た も の で あ り,柱 の 絵 も 高
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Fig.11Rolls-Royce10-HP2-SylinderModel,
1905(fromJosephH.Wherry,.4uto-
mobilesoftheWorid,1968).

Fig.12MercedesGrandPrixRacer,1905-

1906(fro皿 亅osephH.Wherry,Auto-

mobilesoftheYY'orld.1968).

Fig.13FredericC.RobleinhisExperimental

Car,c-1906-1907(Hoffmann.Frank

LloydWright'sRo6ieHouse,1984).

価 な 「泰 西 名 画」 で は な く,日 本 の

「浮 世 絵 」 で あ る。 だ が ,こ こ に は

時代 に即 した巧 妙 な イ メー ジの 操 作

が あ る。<マ ーチ ン邸 》 で は,世 間

の 賞 讃 を得 る に必 要 な 「誇 示 的 浪

費 」 は,「 手 仕 事 」 で はな く 「新 奇

性 」 に よ って,そ の 要 求 を満 足 させ

られ て い る。 「浮 世 絵 」 は,野 蛮 な

力 に よる掠 奪 で は な く,特 別 な 趣 味

と知 識 に よ る入手 の結 果 で はあ るが,

そ れ も間接 的 な 金銭 に よ る購 買 で あ

り,所 有 者 の 知 的 評 価 と 「金 銭 的名

声 」 と を 共 に 高 め る もの で あ る。

ヴ ェブ レ ンの 『有 閑階 級 の 理 論』 か

ら は,マ ー チ ン夫 妻 は お ろか,そ の

「聖 具 」 製 作 者 で あ る ラ イ トも逃 れ

る こ とは で きな い 。 「偶 像 破 壊 者 」

は,容 易 に 「新 偶 像 」 の 製 作者 に 成

り得 るの で あ る(Fig.9)。

この く マ ー チ ン邸》 を更 に徹 底 さ

せ,ラ イ トは1909年 に 「戦 艦(The

Battleship)」 と 呼 ば れ た シ カ ゴ の

く ロ ビ ー 邸(FrederickC.Robie

House)》 を作 り上 げ る(Fig.10)。

<ロ ビー邸 》 が,そ の外 形 だ けで は

な く,各 種 設 備 を含 め て,船 舶 や 自
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動 車 な ど 一 種 の 「機 械 」 の よ う に デ ザ イ ン さ れ て い た こ と は,レ イ ナ ー ・バ ナ

⑳
ム(ReynerBanham)に よ っ て 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。

<ロ ビ ー 邸 》 の 主 フ レ デ リ ッ ク ・ロ ビ ー は 父 親 の 自 転 車 製 造 会 社 を 発 展 させ

て 自 動 車 製 造 の 会 社 に し た,新 しい 「機 械 時 代 」 の 人 間 で あ り,彼 が 試 作 して

1906年 頃 に シ カ ゴ を 乗 り廻 して い た く ロ ビ ー ・サ イ ク ル ・カ ー 〉 と い う 実 験 車

は,当 時,比 類 の 無 い 革 新 的 な デ ザ イ ン の 車 で あ っ た(Figs.11,12,13)。

従 っ て,ロ ビ ー は シ カ ゴ で も っ と も注 目 さ れ る 自 動 車 と 住 宅 の 両 方 の 所 有 者 と

⑲な
っ た が,会 社 の 経 営 難 か ら,数 年 後 に は く ロ ビ ー 邸 》 を 手 放 す こ と に な る 。

… … 機 械 は ,そ の 素 晴 し い 切 断 力,成 形 力,研 磨 力,そ し て 反 復 の 能 力 に

よ っ て,今 日,貧 し き者 も富 め る者 も清 らか で 力 強 い 形 態 の 美 し い 表 面 を 楽

⑭し め る よ う に
,何 の 無 駄 も無 く,そ れ を 使 う こ と を 可 能 に した 。

こ の よ う に ラ イ トが 語 っ た1901年 か ら10年 の 問 に,シ カ ゴ の 一 部 の 階 層 の

「趣 味 」 に は 変 化 が 認 め ら れ る が
,所 有 の 原 理 が 変 っ た わ け で は な い 。 本 論 で

そ の 「機 械 」 に 関 す る思 想 を 検 討 した 人 々 の 多 くが,こ の 時 期 に,一 時 的 に,

あ る い は 永 久 に シ カ ゴ を離 れ る 。 既 に 述 べ た よ う に,ト リ ッ グ ズ は1907年 に カ

リ フ ォ ル ニ ア へ 去 り,そ の 前 年 に シ カ ゴ 大 学 を 離 れ た ヴ ェ ブ レ ン は,ス タ ン

フ ォ ー ドに 職 を 得 る が,1909年 に は 再 び 移 動 を 余 儀 な く され る 。 同 年,ラ イ ト

は 家 族 を 残 して ヨ ー ロ ッパ へ 発 ち,云 ゆ る 「第 一 期 黄 金 時 代 」 が 終 る 。
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